自己を見つめることから学びを拓く協働探究～子どもの成長の学習を通して自己理解を深め、自立的な生き方につなぐ～（家庭科　第3学年） by 吉川, 裕子
185― ―
教育実践報告
福井大学教育実践研究　2010，第35号，pp.185－190
１　学びの構想
　今日，家族形態の多様化や少子高齢化の影響により家
庭や家庭を取り巻く社会生活も希薄化，個別化してきて
いる。そのような中で，自分や幼児の成長とそれにかか
わる家族・地域社会について考えることは，これから子
どもたち自身が将来にわたって様々な人たちとかかわる
生活を送っていく上で，意義あることと考える。今回，
中学３年という進路をはじめ将来について考えるこの時
期に，これまでの自分の成長を振り返る学習活動を行っ
たが，この活動をきっかけに自分の成長と他者とのつな
がりに気づき，これからの自分の生き方や生活に生かし
ていける知識および技術の獲得に目的意識と意欲を持っ
て取り組んでいければと考える。また，２年生までの家
庭科の学習では，「生活の自立」を目指す中，意識を先
へと向けてきたが，成長を続けてきた中学校での最終段
階に，これまでたどってきた自分自身の足跡としての成
長の原点＝幼児期に目を向けることが子どもたちの精神
的自立にもつながっていくことにも期待し，学びをス
タートさせた。（以下に出てくる子どもの名前はすべて
仮名である。）
２　学びのストーリー
（1）３年生の学習内容の方向性を理解する（第１時）
　３年生になって初めての授業は，19名の少人数ではじ
まった。３年Ａ組は38名のクラスだが，年間授業時数約
17時間であることを活かし，本校では半分の人数で授
業をすすめていくことになっている。
　第１時間目，子どもたちは小学校入学前の小さい頃の
写真を持ち寄った。これから始まる題材「子どもの成長」
への見通しを持たせる導入である。
　写真での振り返りは，視覚的に２点比較で自分たちの
成長を捉えることができる。３歳の頃と15歳の今の，全
く違うように見える自分。面影はあってもその表情やし
ぐさは違う，ほとんど覚えていないその頃の自分たちの
写真を手がかりに，昔の話をしてみる。断片的な思い出
やよく聞かされていたエピソードなどを仲間と話してみ
るうちに記憶が自分たちの幼児期に向いていっているの
だろう。会話が徐々に勢いづいていく。この時間の終わ
りに，教師は，ここまで学んできた家族・家庭で子ども
が育つということ，そしてあなたたちは家族の中でここ
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　本校家庭科では，「自己を見つめる」ところから学びをスタートすることを大切にしている。自分や自
分自身の生活を振り返る中から課題を見つけ出し，よりよい生活に結びつけていくのである。そして本題
材も同様，「自己」からの学びを大切にしていく。
　ここで扱う「子ども」＝「自分」。学習対象である「幼児」と今の自分をつなげ，子どもたち自身の学
びに必然性をもたせていく。１５年の成長の歴史を振り返る中で，自分の幼児期に注目していくところか
らのスタートである。わたしたちはどんなふうに成長したんだろう？という子どもたち自身の問いをきっ
かけに，自分たちの過去の記録やエピソード等について家族や周囲の人から話を聞いたり，実際に幼児と
ふれあったりした事実をもとに，子どもの成長について紐解いていく。ひとりでは断片的な記録や記憶で
あったとしても，友達の記録や幼児とのふれあいから分かったことと自分の記録が重なり合い，子どもの
成長にかかわるいろいろなことが見えてくるだろう。また，様々な子ども像の中の自分を客観的に見るこ
とが，しいては自己理解につながる学びとなっていく。
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まで育ってきたんだということに触れながら，これから
の学習では，自分たちのここまでの成長を振り返り，こ
れからの生き方につなげてほしいという教師の願いを伝
えた。
（2） 「わたしたちはどんなふうに成長したの？」主題に
迫る活動を計画する（第２時）
　次時のはじめに１時間目の感想を共有した。幼い頃の
写真やエピソードの交流を通して，健介は「自分の秘密
や友達の事実がおもしろかった」と振り返り，香奈は，
誰の写真なのか分かっても「イマイチ納得できない」人
もいて「人間の成長は不思議」と感じたようである。自
分の写真の状況についても全く覚えてはおらず，「家族
の話や遠い記憶をたよりに自分の成長の過程を振り返っ
てみたくなった」と述べている。他にも「自分がどんな
やつで，どうやって成長したのか？」「昔と別人に見え
るのはみんな成長したことの証。」などそれぞれの感想
を紹介し合った。
　そこで，「わたしたちは，どんなふうに成長したの？」
この主題のもと，自分たちの成長過程を探り，集めた情
報から自分たちの成長過程を具体的に紐解いていくこと
にした。
　事実をもとに情報収集を行う，ひとつは自分たちの過
去の記録である。家庭での調査を通して，６歳頃までの
成長の様子について家の人から話を聞き，記録してくる。
もうひとつは10年前の自分たちはきっとこんなふうで
あっただろう現在の幼児の様子から見えたり感じたりし
た事実である。10年前と現在，自分と友達といった，様々
な子ども像にふれる中で，自分の成長を見つめていこう
ということを確認し，まずは幼稚園訪問の計画にとりか
かった。訪問先は，隣の附属幼稚園である。訪問したと
きに，何に注目して観察したいか，観察テーマを考えて
いくことにした。
　子どもたちは，思い思いに興味のあることについて観
察テーマを設定していった。遊び，年齢による言葉の様
子，友達とのつきあい方，行動と心情，子どもの興味，
などを書き出している。香奈は「感情の表現方法」を観
察テーマとして設定した。全員がテーマ設定した後，同
テーブル席のメンバーごとに交流のしかたや幼児とふれ
あう際の留意点を話し合い，全員で共通理解を図って訪
問に備えた。
　事実の情報収集といっても，いままでふれあう機会の
少なかった幼児と１時間，直接向き合うことについて，
訪問前の気持ちを聞いてみた。
教師：訪問に対して不安なことはない？
太郎：小さい子は好きなので楽しみ。
紗希： 訪問はうれしいけど，たくさんの子と対応できるか心
配。
拓也： 正直子どもはウザいと思っている。こんな気持ちなん
で，うまく接することができるか，自分が不安。
　訪問を前に，様々な思いでいるようである。幼い頃の
写真の鑑賞の時のように手放しで喜ぶ様子ばかりではな
く，いざ交流するとなると身構えてしまう様子が伝わっ
てくる。
　もうひとつの調査活動についても，家庭で調査してく
るよう伝えた。
家庭での調査ワークシート
（3） 10年前の自分に会いに行こう！幼稚園訪問で幼児
の実際に触れる（第３時）
　幼稚園訪問の日。子どもたちは各自が設定した観察
テーマを確認しながら幼稚園に向かった。玄関で挨拶を
終えると子どもたちは幼児の自由遊びの中に様子を伺い
つつ入っていく。附属幼稚園は夏季には裸足保育を例年
取り入れており，中学生も園にならって裸足で活動を行
うこととなる。「痛ーいっ」「気持ちいい！」裸足で土を
踏む感覚に戸惑いながらも楽しんでいる様子である。
　太郎，大聖，颯太はサッカーをしている園児の輪にすっ
と入り込んで，一緒にやり出した。はじめは，いきなり
入ってきた中学生に「園児は少々戸惑っていた」けれど，
「シュートが決まるとハイタッチをした」り「一緒に走
り回る」うちに「すぐに打ち解けられた」ようだ。
　帰校後，園児との交流で見た幼児の実際をレポートに
まとめたが，太郎はルールに着目して書いている。
・主役はオレ
　サッカーのルールはよくわかっていなかったけれどとりあ
えず球をゴールに入れればいいと思っているみたい。だから
ボールを手に持ってゴールまで持って行きシュートしてい
た。そのうちボールの奪い合いがはじまって，いつも同じ子
がボールを持つようになった。（後略）
・園児だけの共通理解
　途中から工作をしている部屋（４歳児）にいって，一緒に
作ってみた。すでに作ってあるものをいろいろ見てみたけど，
正直何を作っているのかは分からなかった。しかし園児たち
に聞いてみるとみんな一斉に「カブトムシー！」と答えてい
た。よくよくみると触角みたいなものもついていたし特徴は
とらえられていると思った。その子達だけにしかわからない
ルール→共通理解があると思った。　
　太郎と一緒に遊んでいた颯太は次のように交流時の様
子を書き綴っている。
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・遊び途中のハプニング
　サッカーをしている途中で，年長と年少の子がケンカに
なって，理由はボールを手で持ってしまい言い争いになって
しまったことです。子どもたちは感情を素直に表に出して，
思ったことを次々に相手に言っているように見えました。（後
略）
　颯太の記録から太郎がいいたかったことが少し詳しく
見える。年少３歳児と年長５歳児ではルールの理解度に
違いがあり，分からない３歳児に対して５歳の子がルー
ルを守って，と説得するような場面があったのだろう。
記述から，ルールが分からない３歳，自己流のルールで
遊べる４歳，正しいルールを知っている５歳児の姿を，
活動の中に見つけている様子が伺える。　
訪問時の様子
このように，同じサッカーの場面でも太郎と颯太で捉え
方が違う。観察の視点（観察テーマ）が異なれば事実の
捉え方もまた違ってくる。交流記を見ると，同じ訪問時
間50分の中で，それぞれが多様な視点から幼児の実際
の姿を体感していることがわかる。　
幼児との交流をまとめたレポート
（４）記録をもとに，成長年表をつくる（第４時）
　これまでに集めた情報をもとに，子どもたちは成長年
表づくりに入っていく。
　成長年表は，子どもたちが集めてきた成長の記録をひ
とつにまとめるための共通のフレームである。自分の記
録と幼稚園で体感してきた幼児の実際の様子をカードに
書き出し，時系列に貼っていくのである。
　記録や交流記を見てカードに書き出しながら，太郎が
隣の修介に話しかけている。友達の記録が気になるよう
だ。
太郎：おれ歩いたの10ヶ月だって。修は？
修介：おれ11ヶ月。あんまかわんなくね？
太郎：貴紀は？歩いたのいつ。
貴紀：１歳。（太郎も）それくらい？
太郎：おれ10ヶ月。
　
　カードには，「鎖骨骨折」「跳び箱失敗で顔半分アザ」
というように何歳で何をしたかといった事実のみが書き
出されるので，書かれた詳しいエピソードも気になる様
子である。お互いに話しながらカードを書いている。書
き出した者から黒板に貼られた空白の年表にカードを
貼っていく。「飲酒って誰？！」「大聖！大聖！」「３歳
だよ」「間違えたんだって」友達のおかしなエピソード
に興味を示している。年表全体を共有したい思いがみら
れたため，お互い書いたカードについて紹介し合う時間
を設けた。
教師： この年表から，あなたたちがどうやってこころやから
だを成長させてきたのかを読み取っていこう。
（5） 成長年表から，子どもの成長の特徴や成長のしか
たを読み取る（第５時）
　事実を記したカードがざっと200枚。19人の幼児期の
様子と先日訪問した附属幼稚園の園児たちの様子が詰
まっている。大量の情報量である。しかし読んでいくと
６歳までの大きな成長の流れとその中にいる個々人の成
長がよく見える。これら事実の羅列から，子どもたちは
何をどのように方向付けたり，特徴を一般化したりして
情報を整理していくのか，教師は楽しみにして本時を迎
えた。
成長年表
　子どもたちは，前時に作成した成長年表を改めて眺め
ている。各自が読み取ったことをワークシートに書き出
し，それをもとにグループで話し，カードに書かれた事
実を根拠とした論をまとめていく。
太郎：人によって違うよね。成長のスピード。
修介：おすわりとか，つかまり立ちとか？
　　　できるようになる時期がずれてる。
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雪記： でも２歳くらいまでにはみんな同じようなことができ
るようになってる。
修介：２歳くらいまでのカード，すごいよね。
　　　 寝返り，寝返り，おすわり，寝返り，はいはい，つか
まり立ち，はいはい，歩く…
太郎：成長のスピードが早い。
　話しながら，事実の中に特徴を見つけ出していく。太
郎のグループは「２歳までに同じ事ができるようになる」
「成長のスピードはそれぞれ違う」「３歳で幼稚園に入る
ころから男女の遊びが違ってくる」など10の特徴を挙
げた。太郎たち３班は，人によって成長のしかたには個
人差があることに注目した内容を挙げている。からだの
成長の個人差，興味の方向性についての個人差など，年
表中の様々な箇所に個人差を見つけたようだ。
　一方，隣の５班はからだとこころの成長が，遊びを中
心に成長していく過程を読み解いていた。
優喜：１歳までは何もできないね。
弘か： うん…できないけど，生きるのに楽になるようには発
達してる。
優喜：生きるのに楽？
弘か： 自分で歩いて行きたいところに行けるとか。行きたい
のに行けないのは楽じゃないでしょ。そういう意味で。
優喜： そっか。そうだね。で，だんだん一人で何かしら出来
るようになる，っていうか出来るようにする？
健介：教えてもらうのかな。
優喜：こころも遊びもあんまりないよね。カード。
教師：赤ちゃんの頃って，遊んでなかったのかな？
健介： あやしてもらったりとか，いないいないばあとか，し
てもらうんだよね。自分ではできないけど遊んでもら
う。
優喜： あ，そんなのやってもらってさあ，１歳では積み木と
かあるじゃん。まわりに与えてもらって興味持って，
やりたい好奇心で，できるようになってくのかも。
弘か： はじめは本能だけで生きてたのが，好奇心をそそるも
のがそこにあるから。ミニカーもボールも。体も成長
していく。
健介： 遊んでもらってたのから，一人で遊べるようになる。で，
３歳頃からは幼稚園に入って友達ができて，みんなで
遊ぶようになる。
優喜： まずは親とのかかわりだね。その後いろんな人との交
流ができてくる。幼稚園の友達とか，先生とか。
健介： で，言葉がさあ，４歳ごろから文でしゃべってたでしょ。
言葉を使って自分の意志とか，言って交流できる。
優喜： 赤ちゃんの時は泣いてばっかだよね。泣くっていうか，
言葉がないんだよね。
弘か： １歳ごろまでは本能だけど，１歳頃から心はできてく
るのかな。絵本とか，ラッパとかで遊んでるし。
優喜： １歳頃のはただ（単語を）言ってるだけでしょ。言葉
を覚えたらそれで感情を表現できるようになっていく
んじゃない？
健介： で，友達と遊んだりして自分の意志も出来てくる。
　他のグループも，年表を項目ごとに見たり全体を通し
てみたり，個人を比較してみたりと，整理のしかたは様々
なようだ。このように各班が年表を読み解いて見つけた
特徴をキーワードカードに書き出し，特徴がよくあらわ
れている年表の部分周辺に提示しながら発表していっ
た。
キーワードカードを提示しながらの発表
（6） 成長とは？自分たちの成長を自分の言葉でまとめ
る（第６時）
　発表を終え，各班の読み取りを共有したのち，今回の
学習を終えて子どもが成長するということをどのように
とらえたのか，自分たちの言葉でまとめていく。「成長
とは○○だ」の形で各々が書いていった。
太郎
成長とは 周りに影響されて育つもの だ。
　成長するには一人では生きていけない。どうしても周りの
環境に左右される。例えば親が音楽家だとピアノなどが周り
にあるし，スポーツマンに育てようとしている親もいる。
修介
成長とは 自分で何かをしようとする姿勢 だ。
　成長していくためには親だけががんばっても意味がない。
自ら何かをしようとすることで成長していく。
雪記
成長とは 周りにいろんな面で支えてもらうこと だ。
　０～６歳までの年表を見ると，どんどんできることが増え
てきているのが分かります。表をみると“できた”ことは書
いてあるけど，親とか周りの人がいろんな面で支えてくれた
からできることが増えたのだと思ったからです。
紗希
成長とは自分が歩んできた道だ。
　これまでいろいろな部分で，できることが増えてきた。わ
たしは，今まで学んできたこと自体が成長なのだと思います。
成長とは，自分たちが歩んできた過程そのものだと思います。
グループで論をまとめていく
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　太郎たちの班は個人差に目を向けて成長年表を読み解
いていったが，他のグループが読み解いた視点に触れ，
多様な視点から自分たちの成長を捉えたことが分かる。
３　省察
　他と自分の記録が重なり合い，見えてきた「子供の成
長」
　わたしたちはどんなふうに成長してきたんだろう？と
いう問いをきっかけに，自分たちの過去のエピソードに
ついて家族や周囲の人から話を聞いたり，実際に幼児と
ふれあったりしてわかった事実をもとに，子供の成長に
ついて紐解いていく活動を試みた。一人では断片的な記
録であったとしても，友達の記録や幼児とのふれあいか
ら分かったことと自分の記録が重なり合い，子どもの成
長にかかわるいろいろなことが見えてくるのではない
か，また，様々な子ども像の中の自分を客観的に見るこ
とで，自己像の理解につながる学びが展開できないかと
考え実践した今回の活動である。
　年表に張り出してみると，遊び一つとっても時系列に
多様な種類が挙げられる。０歳児ではラッパ，１歳児の
積み木，絵本，ミニカー，絵を描く，２歳児のボール遊
び，かけっこ，３歳児の砂遊び，ブランコ，花摘み，水泳，
ピアノ，自転車，４歳児のサッカー，戦隊ごっこ，はさ
み，ドッヂボール，折り紙，おにごっこ，どろあそび，
５歳児のかくれんぼ，サッカー，プロレスごっこ，工作，
花水づくり，ビーズ遊び，足し算引き算，でんぐり返し。
この事実から，遙香は「一人遊びから人と一緒にする遊
びへの変化」を特徴付けている。遙香の班のキーワード
カードには「一人→集団（遊び）」と記され，班での共
有を通じて大聖が発表時，年表を用いての説明を行った。
その後の発表では他の班からの「みんなで遊ぶ」「他人
との交流」「感情が豊かになる」「好奇心」「興味が広がる」
「行動に変化」「チャレンジ精神」「自己判断で行動」「行
動に責任をもって」などのキーワードが時系列に挙げら
れていったが，遙香は最終的に成長を次のように捉えて
いる。
遙香
成長とは好奇心にあふれることだ。
　はじめは，人がやっていることを見てまねをしたりしてい
ろんなことができるようになっていくものだ。できるように
なると失敗もするが，そこからまたいろいろなことを学んで
いくのだと思う。　
　遙香は個人で考えたワークシートに年表から読み取っ
た細かな特徴をいくつも挙げていた。言葉の発達の過程，
行動の発達過程，心と感情表現の発達過程など具体的か
つ詳細に，である。その細かな個人の発見を他の人の意
見と絡め合わせ，再構成し直して子どもの全面発達とし
て一般論化した結果が，上のような表現にあらわれたの
ではないかと思う。
　３歳での「飲酒」エピソードを披露した大聖は，香奈
４歳での「跳び箱失敗でアザ」体験を重ね合わせ，「失
敗をもとに成長する」といった特徴を挙げた。発表を聞
いた絵里菜のワークシートには，気づいたことのメモ欄
に「失敗をもとに成長」と記されている。年表上に貼ら
れたたくさんのキーワードの中から心に留めた一言だっ
たのだろう。
　このように，自分一人だけの経験や体験では見えな
かったり分からなかったりすることが，友達の記録と重
ね合わせることで客観的に自分の成長を見つめることが
できたり，記録や記憶が少なくても，友達のエピソード
が自分の成長記録を埋めてくれることで，自分たちそれ
ぞれの成長を理解することにつながったりしたのではな
いかと思われる。
　香奈の捉えを紹介する。
成長とは世界を拡げていくことだ。
　歩行能力の発達や他人の認識を通して，移動できる範囲や
視野が拡がっていくことが成長だと思う。前者はともかく，
後者は人によって大きく差が出るし，今の私たちにも十分成
長の余地が残されているような気がする。
　香奈はこの学びを通して，成長とは自分自身の視野が
拡がっていくことだと捉えたようだ。そしてそれは今の
自分にも言えることで，これからますます自分の視野を
拡げ成長していこうとする気持ちが伝わってくる。過去
の自分を紐解くことで，この先の自分の成長にも希望を
持つことができたのではないだろうか。
　このように，協働での学びを個に戻したとき，そこに
は個々それぞれの「自分たちの成長」に対するとらえ方
があった。今後，それを子どもたちに返し，思いを共有
することで，新たな協働の学びが拓かれ視野が拡がって
いくのではないかと思う。そして本校の核となる学び「自
己を見つめ直しライフスタイルをデザインする」に近づ
ける学びに収束させていきたいと思っている。
幼児理解を通して他者理解力を培う
　「10年前の自分に会いにいこう」をテーマに，幼児期
の実際を体験する幼稚園訪問を学習展開中に設定してい
る。かつての自分はこうであっただろう姿を知る生きた
調査活動となるが，体験学習として異なる世代や発達段
階を理解しうまく交流するためには，相手の立場を想像
したり考え方を予想したりして，相手の立場に立った考
え方をする必要がある。この訪問前には不安そうな様子
をみせる子どもたちもいることからも，この題材での学
習を通して他者理解力を培い，異世代とのコミュニケー
ションに少しでも自信を持つことに繋がればと期待して
今年も交流学習を行った。
　拓也は訪問前，こうつぶやいていた。
拓也： 正直子どもはウザいと思っている。こんな気持ちなん
で，うまく接することができるか，自分が不安。
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　当日，拓也は健介や裕貴とともに園児とドッヂボール
をしたりおんぶやだっこをねだられたりしていろんな園
児とともに時間を過ごしていた。時折園内ですれ違うと
「先生，疲れた～」という表情をしていた拓也だったが，
訪問の感想にはこう綴っている。
　一人の子をずっと見ていることができなくて，テーマの追
究はできなかった。でも，ドッヂボールしたり，おんぶした
りしてあげたりして楽しむことができた。チビッ子ってウザ
いと思ってたけど，そんなこともなかった。正直，もう少し
遊びたかった。
　訪問前の幼児に対するイメージは「勝手に寄ってきて
騒ぐ。ウザイ感じ」と書いていた拓也。こんな気持ちで
大丈夫かと自分で自分を心配していたようで，幼児と出
会う直前まで楽しみでもない様子で顔色は冴えない感じ
だった。だが，実際幼児とふれあって一緒に時間を過ご
すことで，幼児への理解や許容心が芽生えたことが伺え
る。
　
この時期この題材を学ぶ意義
　冒頭に書かせていただいたとおり，中学３年生のこの
時期に自分の成長を振り返る意義を考え実践を行ってき
た。家庭科の目指す「自立した生活を送る」中でも特
に，精神的自立を支える役割を担っている題材ではない
かと感じている。子どもから青年への過渡期である15
歳。多感な年頃で自分を人と比べたりして自分に自信が
なかなか持てず，時に悩んだりするこの時期，あえて子
どもたち自身が心の底から「今の自分にまで育ってきた
訳」を探ってみたいと思うのか，自分を正面から見つめ
てみたいと思うのかというと，疑問を感じざるを得ない
点もある。導入時には興味を持たせたい教師の思いから
写真を持ち寄り楽しい時間を過ごすことで「知ってみた
い！」と子どもたちが書いたことは事実だが，そういう
ことは避けて通りたい発達段階なのではないかとも一方
では思う。そんな子どもたちは，年表作りが終わり本格
的に「成長」を紐解く段にくると導入時の「知ってみた
い！」のテンションから一転，じわっとした空気を醸し
出した。思春期特有の逃避なのか，主題設定に魅力がな
かったのか，校内の研究会でも参観いただいた先生から
「はずまない感じがしたから全体討論で各班対抗のディ
スカッションでもやってみたら」と盛り上がるための工
夫や場の設定を考えてみるようにというご意見を頂いた
りした。しかし内容的にはワクワクドキドキといったも
のではなく「自分って…」と考えをじわっとめぐらせて
いってもいいのではないかと思ったりもする。じわっと
考えをめぐらせた後のワークシートには個々が確かに考
えを持った跡が残っている。
　この時期この題材を学ぶ意義を持って取り組んだが，
この題材をこの主題設定で学ぶ意義については課題が
残った。
A Practice of Collaboration  Learning Which Pioneers by Starting with A Refl ection of Their Own.
Yuko YOSHIKAWA
Key words： cooperation research, invitability, child, self-understanding, mental independence
